
決算書掲載頁　P249

内
訳

・家から離れ、宿泊を含む体験活動を行うことで、家庭ではできない集団生活を体験し、その中で仲間づくりや共に協力
する心を養い、非行に走らない青少年を育成する。
・様々な悩みを抱える青少年が、再び夢を求めて行動できるよう支援する仕組みを作ることで、新たな活力を創造する。

青少年活動事業は青少年団体による委託事業化を検討。ひきこもりについては、相談業務の継続と、ひきこもりに悩む
本人及び家族のケアについて検討を重ねる。
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夢と創造力を育む機会を充実する青少年育成
元気創造都市
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教育推進部青少年育成課

事業： 青少年活動推進事業 0597
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章
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施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

青少年活動事業の参加者が増加した為。また、ひきこもりについては、市の相談窓口
は減少したが、新たに誘致したNPOの方で相談者もあり、ひきこもりへの周知が徐々
に表れてきた。A

ひきこもりについては、新たに誘致したＮＰＯ
法人での相談が増え、一定の周知が図れて
いる。青少年活動事業は事業周知を積極的
に行ったことで、参加者が増加した。

A

A

B

目

標

事業への参加率を１０％増やす。
ひきこもり相談への周知を図る。
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所管課

社会環境の変化などで、ニートやひきこもりなど、社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者やその家族
に対し、教育や福祉、医療、雇用など様々な分野の関係機関が連携して支援する体制を作るため。
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細事業：子ども若者育成支援推進事業 01事業
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職員数

再任用職員数

2

直営 平成23年度

ひきこもりに悩む若者約５３０人（推定）。その家族等も含めると約２０００人。

まず、安心して相談できる環境を整え、そこから相談を受けた若者が自立するための支援体制を確立する。
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象
者

今年度相談者数の増加と、子ども・若者育成支援組織の推進体制の整備。
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